
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

『天
台
諸
文
類
集
』
か
ら
見
た
宋
代
天
台
教
学

の
諸
課

『天
台
諸
文
類
集
』
は
、
(
1
)

四
明
沙
門
如
吉
が
北
宋
中
期
に
編
纂
し
た
、

天
台
教
学
の
提
要
集
成
で
あ
る
。
天
台
教
理
を
、
経
体
、
経
王
、
被
接
、

寿
量
、
観
法
、
教
証
、
随
縁
、
四
土
、
二
空
、
習
気
の
十
項
に
分
類
し
、

智
顗

已
来
の
天
台
諸
師
の
著
述
か
ら
関
連
す
る
内
容
を
抜
粋
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

『天
台
諸
文
類
集
』
は
、
宋
代
天
台
教
学

の
水
準
を
知
る
に
絶
好

の

資
料

で
あ
る
も
の
の
、
残
巻
か

つ
未
整
理
で
あ
る
た
め
、
従
来
、
そ
の

重
要
性

は
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

小
論

で
は
、
『天
台
諸
文
類
集
』

の
成
立
背
景
、
そ
し
て
、
そ
れ
が

後
の
仏
教
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
等
に
つ
い
て
論
じ
る
。

一
、

『
天
台
諸
文
類
集
』

の
成
立
背
景

『天
台
諸
文
類
集
』
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
本
及
び
続
蔵
経
が
収
録
し

た
別
系
統
の
第
十
巻
の
み
が
現
存
す
る
。
金
沢
文
庫
所
蔵
本
は
天
下
の

孤
本
で
あ
り
、
巻
七
、
巻
八
が
散
逸
し
た
も
の
の
、
巻

一
、
二
、
三
、五
は

残
巻
で
、
巻
四
、
六
、
九
、十
が
完
本

で
あ
る
。
ま
た
、
金
沢
文
庫
所
蔵

林

鳴

宇

本
の
落
丁
で
あ
り
、
曽
て
柳
瀬
福
市

の
所
蔵

と
見
ら
れ
る
序
文
や
目
録

の
部
分
は
、
現
在
そ
の
所
存
は
不
明
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
、
金
沢
文

庫
発
行
の

『金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
三
巻

は
、
現
存
部
分

の
み
を
翻

刻
し
、
柳
瀬
所
蔵

の
序
文

や
目
録
を
収
録

で
き
な
か
つ

た
。
幸

い
、

一
九
三
七
年
に
三
好
鹿
雄
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
本
と
柳
瀬
福
市
の
所
蔵

部
分
を
組
み
合
わ
せ
て
、
そ
れ
を
抄
録
し
た
も
の
が
東
京
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
に
至

っ
た
た
め
、
下
記

の
通
り
、
『
天
台
諸

文
類
集
』
の
編
集
目
的
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

(前
文
佚侠
…
…
)
者
、趨
規
矩
而
聖
人
之
室
断
可
造
 
。
然
而
去
就
不
敢
自
能
、

以
人
盛
愛
而
共
之
。
夫
為
人
之
所
愛
者
、
莫
盛
干
至
公
、
至
公
而
天
下
共
也
。

不
以
至
公
取
詩
書
、
錐
孔
子
亦
無
所
以
容
於
世
爾
。
所
以
推
公
而
治
諸
此
者
、

孰
不
共
哉
、
規
矩
而
已
矣 
。
時
大
宋
煕
寧
四
季
歳
在
辛
亥
八
月
初
吉
日
。

如
吉
の
序
文
は
、
後
半
部
分
し
か
残

っ
て
な
い
も
の
の
、
そ
の
編
集

の
目
的
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
台
教
学
の
優
劣
取
捨
は
、

自
ら
勝
手
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
教
団
全
体
が
認
め
た
も
の
に
従

わ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
『天
台
諸
文
類
集
』

の
編
集
も
、
天
台
教
団
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が
公
に
認
め
た
内
容
を
選
び
、
「規
矩
」
の
書
、
す
な
わ
ち
天
台
教
理

の
基
準
書
と
し
て
著
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
作
成
背
景
に
つ
い
て
、
以

下
の
三
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1
、
宋
初
に
お
け
る
天
台
教
団
の
教
理
論
争

十

一
世
紀
初
頭
、
天
台
教
団
で
は
、
教
理
を
巡
っ
て
激
し
い
内
部
論

争
、
い
わ
ゆ
る

「山
家
山
外
の
論
争
」
が
生
じ
た
。

こ
の
論
争
の
結
末
は
、
『佛
祖
統
紀
』
な
ど
で
は
、

備
衆
體
而
集
大
成
、
闢
異
端
而
隆
正
統
者
、
唯
法
智

一
師
耳
。
…
…
今
浙
河

東
西
號
為
教
黌
者
、
莫
不
一蓮

四
明
之
道
・
(
2
)

と
、
天
台
中
興
の
祖
で
あ
る
知
礼
に
軍
配
を
上
げ
た
が
、
知
礼
の
当
時

で
は
、
教
理
認
識
を
め
ぐ
る
内
部
論
争
は
、
天
台
教
団
全
体
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
、
混
乱
を
招

い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
後
、
知
礼
は
弟
子

の
育
成

に
力
を
注
ぎ
、
神
照
本
如
、
南
屏
梵
藤
、
広
智
尚
賢
な
ど
の
優

秀
な
弟
子
た
ち
が
次
々
と
勢
力
を
拡
大
し
、
知
礼
教
学
の
基
盤
を
固
め
、

そ
の
正
統
性
が
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
拙
著

『宋
代
天
台

教
学

の
研
究
』
の
中
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
知
礼
教
学
の
正
統
性
を
樹

立
し
、
最
初
に
著
書
し
て
そ
れ
を
高
く
評
価
し
た
の
が
知
礼

の
孫
弟
子

の
継
忠

(
一
〇
一
二
～
一
〇
八
二
)
で
あ
る
。
『天
台
諸
文
類
集
』
の
編
者

で
あ
る
如
吉
は
、
継
忠

の
同
門
で
、
と
も
に
広
智
尚
賢
の
門
弟
で
あ
る
。

知
礼
が
亡
く
し
て
か
ら
約
四
十
年
後
の
煕
寧
四
年

(
一
〇
七
一
)
、
知
礼

教
学
の
継
承
者
で
あ
る
如
吉
が
、
天
台
教
理
の

「規
矩
」
の
書
を
編
集

し
た
こ
と
は
、
継
忠

の
行
動
に
呼
応
し
、
知
礼
教
学
を
当
時

の
天
台
教

『天
台
諸
文
類
集
』
か
ら
見
た
宋
代
天
台
教
学
の
諸
課
題

(林
)

団
の
正
統
な
地
位
ま
で
に
押
し
上
げ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
天
台
典
籍
の
入
蔵

慈
雲
遵
式
の
文
集
で
あ
る

『天
竺
別
集
』
巻
上
の

「天
台
教
随
函
目

録
井
序
」
に
よ
れ
ぼ
、
天
聖
年
間
、
遵
式
は
、
天
台
典
籍
の
入
蔵
を
宰

相
の
王
欽
若
に
頼
み
、
後
に
、
三
十
六
種
約
百
五
十
巻
の
天
台
典
籍
の

入
蔵
が
叶

っ
た
。
(
3
)

『景
祐
録
』
巻
十
七
の

「天
聖
四
年
」
条
に
も
、

内
出
天
台
智
者
科
教
経
論

一
百
五
十
巻
、
令
三
蔵
惟
浄
、
集
左
右
街
僧
職
、

京
城
義
学
文
学
沙
門
二
十
人
同
加
詳
定
、
編
録
入
蔵
。

と
、
天
台

の
典
籍
が
確
か
に
中
国
初

の
官
制
大
蔵
経

『開
宝
蔵
』
に
収

録
さ
れ
た
と
記
し
た
。

隋
唐
兩

代
の
天
台
祖
師
の
著
し
た
典
籍
が
入
蔵
で
き
た
こ
と
は
、
天

台
教
団
の
教
学
に
印
可
を
与
え
た
に
等
し
く
、
遵
式
は
入
蔵
で
き
た
典

籍
に
つ
い
て
、

然
此
教
文
、
錐
部
逮
於
数
十
、
而
巻
不
満
二
百
、
三
世
仏
法
、

一
家
義
宗
、

(4
)

総
括
要
挙
、
亦
已
備
矣 
。
(
4
)

と
語

っ
て
い
る
、
こ
れ
は
、
天
台
の
祖
師
た
ち
が
創
出
し
た
教
学
思
想

が
、
他
宗
に
凌
駕
し
た
と
の
自
負
か
ら
発
し
た
見
解
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

実
際
に
、
現
存
す
る

『
天
台
諸
文
類
集
』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
知

礼
、
智
円
の
著
述
し
た
も
の
を
除
け
ば
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
入
蔵
典

籍
の
内
容
か
ら
の
抜
粋

で
あ
る
。
如
吉
に
す
れ
ぼ
、
天
台
教
理
の

「規

矩
」
の
書
を
編
集
す
る
に
際
し
、
入
蔵
し
た
天
台
典
籍
の
信
憑
性
は
動

8
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『
天
台
諸
文
類
集
』
か
ら
見
た
宋
代
天
台
教
学
の
諸
課
題

(林
)

か
し
難
く
、
か
つ
天
台
教
団
が
公
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
編

集
の
基
準
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
、
時
代
の
趨
勢

文

の
重
要
部
分
を
採
集
し
類
書
の
形
式
に
す
る
典
籍
は
、
漢
籍

で
は
、

唐
の

『
初
学
記
』
、
『
芸
文
類
聚
』
が
あ
り
、
仏
教
文
献

で
は
、
梁

の

『経
律
異
相
』、
唐
の

『
法
苑
珠
林
』
、
宋
の

『義
楚
六
帖
』
が
あ
る
。

た
だ
し
、
中
国
の
天
台
教
団
に
お
い
て
は
、
如
吉
の

『天
台
諸
文
類
集
』

が
最
初

で
あ
る
。

南
宋

の
宗
暁
が
、
所
編

の

『
四
明
尊
者
教
行
録
』
巻
六
に
、
『天
台

諸
文
類
集
』
の
古
板

の
序
、
「記
四
明
門
下
纂
成
十
類
」
(
5
)

を
収
録
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
台
典
籍
よ
り
要
点
を
抜
粋
し

「類
集
」
と
し
て
編

集
し
た

の
は
、
初
学
者

の
理
解
を
助
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
当
初
、
知

礼
の
弟

子
の
自
仁
首
座
が
、
知
礼
の
講
義
を
聴
き
、
そ
の
引
用
し
た
典

籍

の
要
点
を
五
項
目
に
ま
と
め
た
の
が
、
「類
集
」
の
原
型
で
あ
る
。
そ

し
て
仁
岳
が
二
項
目
を
加
え
た
。
さ
ら
に
仙
都
の
聰
師
が
三
項
目
を
加

え

「十
類
」
に
し
た
。
そ
の
後
、
仏
慧

の
才
師
の
増
補
、
如
吉

の
再
編

が
行
わ
れ
、
こ
の
よ
う
に
前
後
五
人
の
編
纂
に
よ
り
、
天
台
教
学
の
大

要
を
十
項
目
に
し
、
膨
大
な
天
台
典
籍
の
中
か
ら
相
応

の
箇
所
の
み
を

選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
宋
初

の
天
台
教
団
に
お
け
る

「十
類
」
の
沿
革

で
あ
り
、

精
微
、
複
雑
の
天
台
教
学
を
簡
素
化
し
、
普
及
し
よ
う
と
し
た
第

一
歩

と
言
え

る
。
禅
宗

の
勢
力
が
日
々
拡
大
し
て
い
た
宋
代
に
お
い
て
、
天

台
僧
に
と
っ
て
、
仏
教
界
で
如
何
に
地
位
を
確
保
す
る
か
は
大
き
な
課

題

で
あ

っ
た
。
「不
立
文
字
」、
「教
外
別
伝
」
な
ど
の
明
快
な
宗
風
を

以
て
民
衆
の
心
を

つ
か
ん
だ
禅
宗
に
対
し
、
宋
代
に
お
け
る
天
台
教
学

の
簡
素
化
は
必
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
天
台
教
学
は
、
そ
の
性
質
上
、
簡
略
化
で
き
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
上
記
の
序
文
に
見
ら
れ
る
、
広
智
尚
賢
の

「十
類
」

へ
の

批
判
を
含
め
た
再
版
者

の
指
摘
に
よ
れ
ぼ
、
尚
賢
は
か
つ
て
、
天
台
の

教
理
を

「十
類
」
に
ま
と
め
る
こ
と
は
得
失
半
ぼ
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、

初
学
者
に
と
っ
て
は
便
利
な
手
引
き
書

で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
勉
学

す
る
だ
け
で
は
到
底
、
天
台

の
奥
義
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
酷
評

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
天
台
寺
院

の
多
く

は
、
『天
台
諸
文
類
集
』
を
最
も
重
要
な
文
献

と
し
て
解
読
し
、
そ
の

原
典
で
あ
る
天
台
典
籍
を
顧
み
ず
、
本
末
転
倒

の
極
ま
り
で
あ
る
と
警

告
し
た
。

こ
の
序
文
に
は
、
三
好
鹿
雄
が
抄
し
た

『天
台
諸
文
類
集
』
の
序
の

内
容
は
見
え
ず
、
そ
の
語
調
か
ら
、
如
吉
が
当
初
作
し
た
序
で
は
な
く
、

後
の
再
版
時
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
序

文
に
お
い
て
、
広
智
尚
賢
の
懸
念
を
取
り
上
げ
、
初
学
者
に
示
す
こ
と

は
、
当
時
の
天
台
教
団
が
教
理
を
重
視
し
て
い
な
い
事
実
、
『天
台
諸

文
類
集
』
の
所
録
は
天
台
教
理
研
究

の
入
り
口
に
過
ぎ
な
い
点
を
示
唆

し
た
も
の
で
あ
る
。
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二
、
『
天
台
諸
文
類
集
』
が
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響

1
、
如
吉

の
編
集
態
度
に
つ
い
て

『天
台

諸
文
類
集
』
は
、
前
後
五
人
の
天
台
学
者
に
亘
り
編
集
が
続

け
ら
れ
、
如
吉
が
以
前
の
内
容
を
添
削
し
、
そ
の
最
終
版
を
作
成
し
た
。

彼
の
取
捨
選
択
の
特
色
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

①
知
礼
教
学
の
正
統
性
の
主
張

四
明
知

礼
の
没
後
、
延
慶
寺
を
主
宰
し
た
の
は
、
弟
子
の
広
智
尚
賢

で
あ
る
。
如
吉
は
、
尚
賢
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
知
礼

の
直
系
の
孫
弟
子

で
あ
る
。
彼
は

『天
台
諸
文
類
集
』
を
編
集
す
る
際
、
前
述
の
よ
う
に
、

智
顗
、
湛
然
の
著
述
の
要
旨
を
採
用
し
た
ほ
か
、
知
礼
が
著
し
た
五
小

部
の
疏
記
や

『指
要
紗
』
な
ど
の
内
容
も

「十
類
」
の
説
明
と
し
て
広

く
採
用
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
祖
師
で
あ
る
知
礼

の
思
想
こ
そ
が
智
顗

湛
然
以
来

の
天
台
教
学
の
正
統
で
あ
り
、
「規
矩
」
で
あ
る
と
考
え
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
知
礼
教
学
の
正
統
性
を
主
張
す
る
点
は
、
同

門
の
継
忠

も
同
様
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
代
か
ら
築
か
れ
た
知
礼
教
学

の

正
統
な

地
位
は
、
後
の
天
台
教
団

に
君
臨
し
た
知
礼
教
学

の
基
盤
と

な

っ
た
の
で
あ
る
。

②
智
円

の
教
学
の
重
視

「山
外

」
と
呼
ぼ
れ
た
智
円
は
、
『金
光
明
経
玄
義
』
の
広
略
問
題
や

『請
観
音

経
疏
』

の
解
釈
問
題
な
ど
で
、
知
礼
と
論
争
を
繰
り
返
し
た
。

彼
の
教
学

も
、
正
統
派
で
あ
る
知
礼
と
相
反
す
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い

『天
台
諸
文
類
集
』
か
ら
見
た
宋
代
天
台
教
学
の
諸
課
題

(林
)

た
。し

か
し
、
『
天
台
諸
文
類
集
』
に
は
、
知
礼

に
は
及
ぼ
な
い
も
の
の
、

智
円
の
学
説
も
採
用
さ
れ
た
。
智
円
の

『十
不
二
門
正
義
』
、
『金
光
明

経
文
句
索
隠
記
』
の
説
は
、
知
礼
の

『十
不
二
門
指
要
鈔

』
、
『金
光
明

経
文
句
記
』
と
比
較
し
な
が
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
し
、
智
円

の

『維
摩

経
疏
垂
裕
記
』
の
引
用
も
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
如
吉
は
、

『維
摩
経
疏
垂
裕
記
』
が
智
顗

の

『維
摩
疏
』

の
末
注
書
と
し
て
の
地

位
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
ほ
か
、
如
吉

は
、
「経
体
」

の
説
明
に
お
い
て
、
智
円
の

『請
観
音
経
疏
闡

義
鈔

』

の

「霊
知
為
体
」
説
を
も
用

い
た
。
『請
観
音
経
疏
闡

義
鈔

』
は
か
つ

て
、
「理
毒
性
悪
」
の
論
争

で
、
知
礼
の
猛
烈

な
批
判
を
浴
び
た
書
物

で
あ
る
た
め
、
知
礼

の
直
系
と
し
て
の
如
吉
が
、
客
観
的
な
立
場
で
智

円
の
著
書

の
内
容
を
選
別
し
た
面
も
窺
え
る
。

智
円

の
教
学
は
、
後
の
神
智
従
義
な
ど
の
天
台
学
僧
ま
で
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
彼
ら
の
著
書

の
中
で
は
、
天
台
教
学

の
難
解
な
部
分
に

つ
い
て
、
必
ず
智
円
や
知
礼
の
学
説
を
取
り
上
げ
て
再
確
認
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

③
新
し
い
説
明
方
法

『天
台
諸
文
類
集
』
の
よ
う
に
、
天
台
教
学

を
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
た
め
、
教
学

の
主
な
課
題
を
横
に
、
経
体
、
経
王
、
被
接
、
寿
量
、

観
法
、
教
証
、
随
縁
、
四
土
、
二
空
、
習
気
の
十
項
目
に
分
け
、
縦
に
、

天
台
典
籍

の
関
連
箇
所
を
抜
粋
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
説
明
を
加
え
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『天
台
諸
文
類
集
』
か
ら
見
た
宋
代
天
台
教
学
の
諸
課
題

(林
)

た
手
法

は
、
ほ
か
の
宗
派
に
は
見
ら
れ
ず
、
斬
新
で
あ
る
。
こ
れ
は
隋

唐
代
に
よ
く
あ
る
、
経
典
に
直
接
注
釈
す
る
こ
と
で
教
理
課
題
を
究
明

す
る
方
法
と
異
な
り
、
天
台
関
連

の
経
疏
か
ら
生
じ
た
教
理
課
題
を
立

体
的
に
再
構
築
し
、
そ
れ
を
関
連
づ
け
る
こ
と
で
教
理
課
題
を
究
明
す

る
の
が
特
色
で
あ
る
。

広
智
尚
賢
が
本
末
転
倒
だ
と
批
判
し
た
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
後
の

宋
代
天
台

の
諸
師
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
可
観
の

『山
家
義
苑
』、

『竹
庵
草
録
』
、
與
威
の

『復
宗
集
』
、
善
月
の

『山
家
緒
余
集
』、
普
容

の

『台
宗
精
英
集
』
な
ど
は
、
お
お
む
ね

『天
台
諸
文
類
集
』

の
よ
う

な
課
題
型

の
論
証
手
法
を
採
用
し
た
。

2
、
義
天

の

『円
宗
文
類
』
に
つ
い
て

『大
豊

国
師
文
集
』
巻
第

一
に
収
録
し
た

「新
集
円
宗
文
類
序
」
に

よ
れ
ぼ
、
『円
宗
文
類
』
二
十
二
巻
は
、
義
天
が
高
麗
王

の
勅
命
を
受

け
、
新
学

の
僧
侶
の
た
め
に
、
華
厳
宗
の
祖
師
た
ち
の
著
書
よ
り
重
要

な
章
節
を
抜
粋

し
、
編
集
し
て
で
き
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
『円
宗

文
類
』
と

い
う
題
も
高
麗
王
の
賜
名
で
あ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
義
天
の

『新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
の
末
尾
に
は
、
如
吉

の

『天
台
諸
文
類
集
』
を

『天
台
文
類
』
と
略
称
し
て
お
り
、
『円
宗
文
類
』

と
い
う
題

名
も
こ
れ
に
根
拠
し
た
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
現
存
す

る

『円
宗

文
類
』
の
残
巻
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
巻

一
四
を

「諸
文
行

位
類
上
」

と
し
、
巻
二
二
を

「讃
頒
雑
文
類
」
と
し
た
点
も
、
『天
台

諸
文
類
集
』

の
分
類
法
の
影
響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

如
吉
の

『天
台
諸
文
類
集
』
は
煕
寧
四
年

(
一
〇
七

一
)
に
初
版
さ

れ
た
。
「十
類
」
の
分
け
方
は
、
か
つ
て
は
不
評

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
編
者

の
序
文
に
も
記
さ
れ
た
よ
う
に
、

こ
れ
を
天
台

一
宗

の

「規
矩
」
の
書
と
指
定
し
た
の
で
あ
る
。
「新
集
円
宗
文
類
序
」
に
も
、

そ
の
編
集
目
的
を
、
高
麗
華
厳
宗
の
学
僧

の
教
理
認
識

の
誤
り
を
正
す

た
め
で
あ
る
と
し
た
。
両
者
の
目
的
は
近
似
し
て
お
り
、
『円
宗
文
類
』

の
編
集
は
、
『
天
台
諸
文
類
集
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

3
、
善
月
の

『台
宗
十
類
因
革
論
』
に
つ
い
て

善
月
は
広
智
系

の
第
六
代
弟
子
で
、
そ
の

『台
宗
十
類
因
革
論
』
が

如
吉
の
分
類
し
た
十
項

の
課
題
を
再
配
列
、
再
検
討
し
た
こ
と
も
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

塩
入
良
道
が
、
『台
宗
十
類
因
革
論
』
は
、
善
月
が

『天
台
諸
文
類

集
』
の
録
す
る
諸
文
を
も
と
に
改
め
て
統
合
し
、
自
説
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の
の
、
善
月
が
ど
の
よ
う
に
自
説
を
展
開
し
た

か
に
つ
い
て
は
論
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
課
題
と
し
て
後
世
に
残
し
た
。
(
6
)

『台
宗
十
類
因
革
論
』
の
序
文
は
、
前
半
が
散
逸

し
た
た
め
、
「経

体
」、
「経
王
」、
「随
縁
」
、
「習
気
」、
「観
法
」

の
五
項
の
関
係

は
不
明

だ
が
、
現
存
す
る
後
半

の
序
文

で
は
、
そ
の
他

の
項
目
の
関
係
を
次
の

よ
う
に
示
し
た
。

「観
法
」
か
ら

「二
空
」
に
移
行
で
き
る
の
は
、
「二
空
」
は
観
法
だ

か
ら
で
あ
る
。
「二
空
」
で
は
、
即
空
含
中
が
ゆ
え
に
、

「被
接
」

の
も

9
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と
と
な

る
。
「被
接
」
は
教
道

の
所
有
で
あ
り
、
教
道
は
証
道

に
至
る

た
め
、

「教
証
」
に
な
る
。

「教
証
」
は
権

よ
り
実

へ
の
過
程

で
あ
り
、

そ
の
究
極
の
実
は
真
因
の
始
ま
り
で
あ
り
、
因
あ
れ
ぼ
果
あ
り
、
果
人

の
こ
と
を
示
す

「寿
量
」
に
入
る
。
果
人
は
身
に
依
る
が
た
め
に
、
三

身
は
必
ず
四
土
に
伴
う
、
ゆ
え
に

「四
土
」
と
な
る
。
「四
土
」
の
究
極

は
常
寂
光
土
で
あ
り
、
寂
光
は
理
性
で
あ
る
た
め
、
再
び

「経
体
」
を

尊
ぶ
。

こ
の
よ
う
な

「十
類
」
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
循
環
し
て

生
起
す
る
こ
と
が
同

一
の
教
え

(
一
理
)
で
あ
る
。

善
月

が
展
開
し
た
自
説
の
最
も
重
要
な
点
は
、
十
項

の
課
題

の
順
序

の
再
配
列
で
あ
る
。
『天
台
諸
文
類
集
』
で
は
、
「十
類
」
を
単
に
経
体
、

経
王
、
被
接
、
寿
量
、
観
法
、
教
証
、
随
縁
、
四
土
、
二
空
、
習
気

の

順
と
な
ら
べ
、
そ
の
間
の
関
連
性
も
そ
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
善
月
は

『台
宗
十
類
因
革
論
』
で
、
そ
の
順
序
を
経
体

↓
経
王
↓
随
縁
↓
習
気
↓
観
法
↓

二
空
↓
被
接
↓
教
証
↓
寿
量
↓

四
土

↓
経
体

と
改
め
、
各
項
が
前
後
に
関
連
す
る
よ
う
な
円
形
に
し
た
。
「四

土
」
を
十
類

の
末
尾
に
お
く
こ
と
も
、
宋
代
の
天
台
浄
土
教
の
影
響
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
結

如
吉

の

『天
台
諸
文
類
集
』
は
、
天
台
関
連
の
経
疏
か
ら
生
じ
た
教

理
課
題

を
立
体
的
に
再
構
築
し
、
そ
の
関
連
性
に
よ
っ
て
教
理
課
題
を

『
天
台
諸
文
類
集
』
か
ら
見
た
宋
代
天
台
教
学
の
諸
課
題

(林
)

究

明

し

よ

う

と

し

た
。

天

台

教

学

を

分

か

り

や

す

く

説

明

し

よ

う

と
試

み

た

こ

の
よ

う
な

研

究

法

は
、
従

来

見

ら

れ

な

い
斬

新

な

手

法

で
あ

っ

た

た

め

、
多

く

の
批

判

を

受

け

た

。

し

か

し

、

後

の
宋

代

天

台

の
諸
師

の

み
な

ら

ず
、

高

麗

の
義

天

に
ま

で
大

き

な

影

響

を

与

え

た

こ
と

な

ど

に
よ

り

、

宋

代

天

台

教
学

を

一
層

明

ら

か

に

す

る

た

め

に

は
(

ほ

と

ん

ど

研
究

さ

れ

て

こ
な
か

っ
た

本
書

を

さ

ら

に
解

読

す

る
必
要

が
あ

る
。

7

『天
台
諸
文
類
集
』

は
、
拙
著

『
天
台
文
類

・
天
台
法
数
校
釈

』

(上
海

古
籍
出
版
社

・
二
〇
〇
五
年
)
参

照
。

2

大
正
蔵
四
九
巻

一
九

四
頁
中
。

3

天

聖
四
年

(
一
〇

二
六
)
八
月

の
こ
と
。
『
天
竺
別

集
』
巻
下

「思
悟

遺
身
賛
」

(続
蔵

一
〇

一
冊
百
五
十

三
右

上
)
を
参

照
。

4

『
天
竺

別
集

』
巻

上
、

「天

台

教
随

画

目

録
井

序

」
(
続
蔵

一
〇

一
冊

百

三
十

二
右
下
)
を
参

照
。

5

大
正
蔵
四
六
巻
九

一
六
頁
下
。

6

『金
沢
文
庫
資
料
全
書

』
第

三
巻

、
二

一
四
頁
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

宋
代
天
台

知
礼

如
吉

智
円

(駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師

・
仏
教
学
博
士
)
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cally through the entire text of the Fahua wenju, then one cannot say that 

this is the case, for it must be admitted that there are instances where the ap-

plication is unsuccessful. When it comes to this kind of scriptural exegesis, 

the author thinks that perhaps we should be satisfied with simply presenting 

the basic idea and providing a few exemplary applications on behalf of the 

reader. In point of fact, interlinear sutra commentaries consist almost entire-

ly of analytic parsing of sutra text and explanation of the meaning of indi-

vidual words. 

Finally, the author points out that three of Jizang's four interpretations are 

not only presented as a discrete set in Huijun's Dacheng silun xuanyi ji but 

that the beginnings of the `unlimited interpretation' can also be seen there. 

Moreover, the form of interpretation in Jizang's system that properly corre-

sponds to 'interpretation from the perspective of contemplating the mind' is 

not the 'unlimited interpretation' but, in fact, the 'contemplation of non-aris-

ing (–³•¶ŠÏ)'that appears in the Fahua tonglu e. 

17. Song Tiantai Doctrine in the Tiantai zhuwen leiji 

Ming-yu LIN

The Tiantai zhuwen leiji(天 台 諸 文 類 集)is the collection of explanations of

the classified Tiantai Doctrine which Ruji(如 吉)edited in the middle of the

Northern Song.

The Tiantai zhuwen leiji is an excellent source through which we can ap-

proach Song period Tiantai doctrine. However, since it represents an unsys-
tematized state of the doctrine, its importance has not been heretofore appre-

ciated. Here I study the background to the formation of the Tiantai zhuwen 

leiji, and discuss its influence on later Buddhism. 

18. The Fahua Xuanyi Shiqian by Zhanran: Reconsidering the construction 

process of the text during 758-764 

Li-mei CHI
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